
多古中央病院から

わ
し
が
怒
鳴
る

の
は
、
か
ま
っ
て

ほ
し
い
か
ら
だ
！

　
職
場
の
労
災
事
故
は
厄
介
な
問
題
で

す
。
特
に
大
型
機
械
や
重
い
荷
物
を
扱
う

方
を
中
心
に
、
毎
年
多
く
の
方
が
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
労
災
事
故
の
十

倍
以
上
の
方
が
命
を
落
と
し
て
い
る
問
題

が
あ
り
ま
す
。
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

と
自
殺
の
問
題
で
す
。

　
職
場
で
は
人
と
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
よ
り

も
、
人
と
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
方
が
怖
い

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
職
場
で
一
番
危
険

な
も
の
は「
人
」と
言
え
ま
す
。
身
近
に

危
険
が
潜
ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
か
ん
し
ゃ
く
玉
と
呼
ば
れ

る
人
は
、
絶
え
ず
周
囲
を
お

び
え
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し
な

い
と
自
分
の
主
張
が
通
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
お

び
え
さ
せ
る
こ
と
を
悪
い
と

感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人

は
怒
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
連
絡
が
常

に
遅
れ
気
味
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
乏
し
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
審
査
員
タ
イ
プ
は
い
つ
も
批
判
を
し
ま

す
。
白
い
服
を
着
て
く
る
と
黒
い
服
が
良

か
っ
た
な
ど
と
発
言
し
て
、
相
手
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
、
自
分
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
会
議
を
し
て
も
、

だ
だ
っ
子
の
よ
う
に
座
り
込
み
、
本
人
は

責
任
を
持
ち
ま
せ
ん
。
成
果
が
出
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
を
し
た
気
分

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
は
し
ま
せ
ん
が
、
悪
口
と
う
わ
さ

話
だ
け
は
積
極
的
な
仮
面
役
者
の
よ
う
な

人
も
い
ま
す
。
人
間
は
悪
い
話
は
良
い
話

の
何
倍
も
の
勢
い
で
広
げ
て
し
ま
う
習
性

が
あ
り
ま
す
が
、
仮
面
役
者
は
八
百
屋
に

魚
を
買
い
に
行
っ
て
も
自
分
が
正
し
い
と

思
い
込
み
、
魚
を
売
っ
て
く
れ
な
か
っ
た

八
百
屋
の
悪
口
を
言
い
ふ
ら
し
て
、
自
分

の
影
響
力
に
満
足
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
問
題
が
あ
り
、
周
囲
の
関
心
を
集
め

よ
う
と
し
て
い
て
、
汚
い
言
葉
を
発
す
る

こ
と
で
親
の
注
意
を
引
く
子
ど
も
と
似
て

い
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
の
近
く
に
は
、
あ
て
は
ま

る
タ
イ
プ
が
い
ま
し
た
か
？

そ
れ
と
も
、
あ
な
た
自
身
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
か
？

【
病
院
便
り
】

　
多
古
中
央
病
院
の
受
付
時
間
は
、
午
前

11
時
30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
急
患

に
限
り
時
間
外
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
設
備
と
人
員
の
関
係
上
、
適
切
な
医

療
機
関
へ
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
近
隣
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
る

方
で
当
院
を
受
診
す
る
際
に
は
、
お
薬
手

帳
な
ど
投
薬
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

『
職
場
に
潜
む
危
険
』文

／
国
保
多
古
中
央
病
院
　
内
科
　
宇
都
宮
隆
法  

町職員募集 やる気のある方
待っています！

役場2階の総務課で配布中
	【午前8時30分 ～ 午後5時15分】 ※土・日は、日直にお申し出ください。
　●町ホームページ（http://www.town.tako.chiba.jp/）からもダウンロードできます。
	 ●�郵送により申込書を請求する場合は、住所・氏名を明記した返信用封筒（A4サイズが	

入るもの）に140円切手を貼って、同封してください。

①一般行政職上級 【若干名】　②一般行政職初級（身体障害者対象）【１名】

お問い合わせ●総務課庶務係（〒 289-2292　多古町多古 584 番地）　☎ 76-2611

■職種・採用予定者数

①一般行政職上級
　●昭和55年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた方で、学歴を問わない。
　●�平成元年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業した方。
　　　（平成23年3月までに卒業見込みの方を含む。）

②一般行政職初級（身体障害者対象）
　●次のすべての条件を満たす方で、学歴を問わない。
　　　❶昭和55年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた方であること
　　　❷身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級から6級までであること
　　　❸活字印刷文の出題への対応ができること
　　　❹自力により通勤ができ、かつ介護者なしに職務遂行が可能であること

■受験資格

9月19日（日） 午前10時から■試験日時

■申込書の配布

香取市立佐原中学校■試験会場

8月2日（月）から8月13日（金）まで役場2階の総務課で受付
	【土・日を除く午前8時30分 ～ 午後5時15分】
	 ※郵送の場合は、8月13日（金）の消印まで有効です。

■申込書の受付

　現在は機械化が進み、一つ
の製造ラインに基本的には	
1人が付き、徹底した衛生管理	
の下で製造しています。さら
に品質管理課で最終チェック。
ここを通過することができたもののみが、お客様のもと
へ届けられます。
　本工場では、県内の幼稚園や小･中学校380校分の学校
給食用として、毎日約10万本の牛乳も製造しています。
飲み終えた容器は、工場へ持ち帰って分別。紙パックは
再生紙へとリサイクルし、少しでも「エコ」につながる	
よう努力しています。
　わたしたちが製造している製品は、約80％が千葉県産
の原料をもとにしたものです。これからも安心 ･安全を	
第一に、地域に密着した、生産者の顔が見える製品を	
家庭や学校にお届けしていきます。

安心・安全を第一に!!

古谷乳業㈱
成田工場の一日
紹介者：間宮和広さん

取材協力：多古工業団地連絡協議会　古谷乳業㈱成田工場

　古谷乳業㈱は昭和20年、山武郡成東町にて創業。その後	
平成3年には多古町に成田工場として生産工場を集約し、
原料の受け入れから加工、出荷までを一括して行うように
なりました。本工場周辺は、わが国有数の酪農地帯である
ため、新鮮な原乳を確保することができるのです。
　製造ラインによっては365日休みなく稼働しています。
原料が生乳のため休むことはできませんが、新鮮な牛乳を
お客様一人ひとりに毎日お届けすることができます。
　取り扱っている製品は牛乳や加工乳、乳飲料、乳酸菌
飲料、発酵乳や果汁飲料など130種類近く。お客様の	
ニーズに応えられるよう製造体制を整備しています。また、	
壜
びん

にこだわった宅配事業も各販売店を通して行っています。
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